
いちごドリルプリント

企業と労働者 名前

問1 近年の日本の物流や労働環境をめぐる状況について述べた文章として、最も適切なものを1つ選びなさい。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. ネット通販などの拡大により宅配
便の需要が増加する一方で、トラッ
クドライバーの高齢化が進み労働力
不足となっている。

2. ネット通販の利用減少により宅配
便の需要が低下しており、トラック
ドライバーの余剰が問題となってい
る。

3. 宅配便の需要が増加しているもの
の、トラックドライバーの若返りが
急速に進んだため労働力不足は解消
されている。

4. トラックドライバーの高齢化が進
んでいるが、宅配便の需要自体が急
減したため物流への影響は出ていな
い。

問2 日本の労働基準法において、労働者の健康や生活を守るために定められている、労働時間の原則的な上限である「法定労働時間」の規定として
正しいものはどれですか。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1.
1日に10時間、1週間に40時間以内

2. 1日に8時間、1週間に48時間以内 3. 1日に8時間、1週間に40時間以内 4.
1日に10時間、1週間に50時間以内

問3 日本において労働三権が憲法で保障されている背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 政府が労働者の賃金を一律に決定
することで、企業間の過度な競争を
防止する必要があるから。

2. 労働者が企業経営に全面的に参加
し、すべての意思決定を行う権利を
確保するため。

3. 個々の労働者は使用者に対して立
場が弱いため、団結して交渉するこ
とで労働条件の維持・改善を図る必
要があるから。

4. 終身雇用や年功序列といった日本
独自の雇用慣行を、法律によって強
制的に維持するため。

問4 日本国憲法第28条で保障されている「労働三権」のうち、労働者が労働条件の改善を求めて、一斉に仕事を休む「ストライキ」などの実力行使
を行う権利を何といいますか。 （2021年 宮城県公立入試 類似）

1. 団体行動権（争議権） 2. 団体交渉権 3. 勤労の権利 4. 団結権

問5 近年、自動車運転業務の有効求人倍率が全職業平均を大きく上回り、物流業界での深刻なドライバー不足が課題となっています。このような中
、運送会社とバス会社が連携し、路線バスの空きスペースを活用して宅配便などの貨物を運送する取り組みを何といいますか。 （2024年

石川県公立入試 類似）

1. 客貨混載 2. モーダルシフト 3. スマートインターチェンジ 4. パークアンドライド

問6 男女間の平均賃金に格差が生じている状況を改善し、働く環境を整えることが求められている理由として、最も適切なものはどれですか。
（2023年 宮崎県公立入試 類似）

1. 男女の平均寿命の伸びを均等にし
、医療費の負担を公平に分配するた
め。

2. 外国人労働者数の増加を抑え、国
内の働く環境を維持するため。

3. 性別による経済的な待遇差をなく
し、誰もが対等な立場で社会に参画
できる環境をつくるため。

4. 単身世帯の増加を防ぎ、世帯ごと
の平均賃金を一律にするため。

問7 日本の労働市場における雇用形態の現状について述べた文として、2012年時点の統計的な特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2019年

沖縄県公立入試 類似）

1. 正規労働者の総数に占める男女の
割合は、女性が男性を上回っている
。

2. 非正規労働者の総数に占める男女
の割合は、女性が約7割に達している
。

3. 非正規労働者の総数に占める男女
の割合は、男性が約7割に達している
。

4. 男性の労働者全体のうち、非正規
労働者の占める割合は正規労働者よ
りも多い。

問8 ある自動車工場の取り組みを紹介する資料の中で、工場の社会的な役割として「地域の交通安全教室の実施」「職場体験の受け入れ」「地球環
境に配慮した生産プロセスの導入」などが挙げられています。これらの活動を総称する言葉として、最も適切なものを選びなさい。 （2018年

群馬県公立入試 類似）

1. 企業の社会的責任（CSR） 2. 独占禁止法の遵守 3. 配当金の増額 4. 生産の三要素の確保

問9 現代の経済活動の中心となる株式会社において、出資者である株主が参加し、取締役などの役員の選任や、経営の基本方針についての決定を行
う、会社の最高意思決定機関を何といいますか。 （2019年 静岡県公立入試 類似）

1. 従業員会議 2. 株主総会 3. 監査役会 4. 取締役会

問10 企業の目的や計算方法に関する説明として最も適切なものはどれですか。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 企業は費用から収入を差し引いた
利潤を得ることを目的としている。

2. 企業は収入から費用を差し引いた
利潤を得ることを目的としている。

3. 企業は利潤から費用を差し引いた
収入を得ることを目的としている。

4. 企業は収入と費用の合計である利
潤を得ることを目的としている。

問11 戦後の民主化政策の一環として整備された「労働三法」のうち、使用者が労働者に対して守らなければならない「賃金の支払い」や「労働時間
」の具体的なルールを定めている法律の名称と、その背景にある考え方の組み合わせとして適切なものを選びなさい。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 独占禁止法 ― 企業間の公正な競
争を促進することで、結果的に労働
者の賃金水準を向上させる。

2. 労働基準法 ― 労働者が使用者と
対等な立場で交渉できるよう、生活
に必要な最低限の条件を法律で強制
する。

3. 労働関係調整法 ― 労働争議が激
化した際、政府が介入して速やかに
経済活動を正常化させる。

4. 労働組合法 ― 労働者が集団で行
動することで、使用者に対して有利
な賃金交渉を行えるようにする。

問12 日本の労働市場における非正規雇用について、就業者が現在の働き方を選んだ理由を男女別・形態別に分析した記述として、最も適切なものを
次の中から選びなさい。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 派遣労働者や契約社員は、パート
タイム労働者に比べて「家計の補助
」を理由に現在の雇用形態を選択し
ている割合が高い。

2. 「家計の補助・学費等を得たい」
という理由で就業している割合は、
男性よりも女性の方が2倍以上高く、
就業形態別ではパートタイム労働者
が突出している。

3. 「自分の専門的な資格や技能を活
かしたい」という理由が、男女とも
に非正規雇用を選択する最大の要因
となっている。

4. 「家事・育児・介護などの家庭の
事情と両立しやすい」ことを理由に
挙げる割合は、育児休業制度の普及
により男女間でほとんど差が見られ
なくなっている。

問13 労働基本権における「団結権」が、なぜ日本国憲法で特別に保障されているのか。その目的や仕組みを説明した文として最も適切なものはどれ
か。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 労働者が自由に職業を選択し、ど
のような環境でも自己責任で働くこ
とができる社会を実現するため。

2. 国が労働者の賃金を一律に決定し
、企業による不当な解雇を完全に禁
止する仕組みを作るため。

3. 企業が労働組合の活動を積極的に
支援し、経営の安定化を図るための
法的義務を課すため。

4. 個々の労働者が使用者と対等な立
場で労働条件の維持・改善を交渉で
きるよう、集団の力を認めるため。


